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【概要】 

パンゲノムとは、ある種の複数の個体の注釈付きゲノム配列のコレクションです。これらのデータセッ

トによって発見された構造変異は、作物の遺伝子解析にとって大きな資産となります。ライプニッツ作

物遺伝学研究所（IPK）が率いる国際研究チーム（12 か国 80 名の研究者からなるチームで、鳥取大学

農学部 佐久間俊准教授が参加）は、76 系統の野生オオムギおよび栽培オオムギゲノムのロングリード

配列アセンブリと 1,315 系統のショートリード配列データを含むパンゲノムを報告しました。作物の配

列変異の拡張カタログには、遺伝子コピー数の変異が豊富で特定の形質を制御する構造的に複雑な遺

伝子座が含まれています。本日、その結果が「Nature」誌に掲載されました。 

 

【研究内容】 

安定した作物の収穫は、人類の文明の台頭を促しました。人々が新しい生活様式を受け入れるにつれ

て、栽培植物もまた、その栽培者のニーズに適応する必要がありました。野生と耕作地では、適応要件

が異なります。作物とその野生の祖先は、たとえば、栄養枝の数や、生産する種子や果実の数、生産時

期などが異なります。 

 

作物保護論者の間で共通の懸念となっているのは、栽培植物の遺伝的多様性が危険なほど減少して

いることです。しかし、作物の進化は、必ずしも一方的な多様性の喪失である必要はありません。本研究

では 1,000 種の植物遺伝資源と 315 種の優良品種からなるパネルにより、作物とその野生の祖先に

おけるパンゲノムの複雑さを比較することができました。そして、栽培化後に貴重な多様性が生まれる

可能性があることが示されました。 

 

最近公開されたヒトのドラフトパンゲノムは、連続したロングリード配列が、大量の配列データの理解

にどのように役立つかを示しました。オオムギパンゲノムに関するこの最新の研究は、作物の進化と育

種の解明に光を当てています。これまでのショートリードアセンブリの欠点により、現在ロングリードア

センブリから出現しているパターンを見ることはほとんど不可能でした。構造的に複雑な遺伝子座の進

化を初めて研究することができ、ほぼ同一のタンデムリピートと遺伝子を持つ遺伝子座を 173 個検出

することに成功しました。 

 

パンゲノムの有用性を実証するために、研究者らはいくつかの遺伝子座（Mla、HvTB1、amy1_1、

HvSRH1）と、それらが制御する形質に焦点を当てました。麦芽製造のプロセスでは、オオムギ穀粒が

発芽し、デンプンを発酵可能な糖に分解する酵素が放出されます。ロングリードベースの高品質パンゲ

ノム情報によってデンプン分解α-アミラーゼ 1_1 ファミリー遺伝子のコピー数の違いとハプロタイプの

国際研究チームがオオムギのパンゲノムに関する知見を提供 

PRESS RELEASE 



多様性が明らかになり、この情報を育種に利用できるようになりました。新しい対立遺伝子の発見はパ

ンゲノミクスの威力を示すものです。私たちの研究結果は、パンゲノムの構造的に複雑な遺伝子座に見

られる対立遺伝子多様性の多くが、農業生態系における新しい選択体制への作物の適応に役立った可

能性があることを示しています。 

 

オオムギは現在、世界トップ 5 の作物の 1 つです。オオムギは過酷で限界的な環境に耐え、乾燥した

気候に適応できるため、その重要性は将来的に高まる可能性があります。構造的に複雑な遺伝子座の

対立遺伝子多様性は、農家と育種家の両方のニーズを満たすのに役立つ可能性があります。作物のパ

ンゲノムの多様性の理解は、変動気候における将来の作物改良の促進につながる可能性があります。 

 

【図説】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表的な遺伝子型は、生息域外の遺伝資源コレクションのゲノム全体の遺伝子型データに基づいて、

遺伝的に多様な集団から選択されます。染色体規模のゲノムアセンブリは、小規模ながらも代表的なコ

アセット用に構築されます。コア (つまり、種のすべての個体に存在するゲノム配列) や変数 (つまり、

一部または少数の個体に見られる配列) などの全ゲノム コンパートメントは、de novo アセンブリか

ら識別されます。 
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